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平成２６年度事業報告 

 

Ⅰ．概  要 
関西・大阪 21 世紀協会は、創設以来一貫して「文化による社会の活性化」と

いう理念に基づき、地域のブランディングに資する活動や、「水都・大阪」など

地域のポテンシャルを活かしたまちづくり事業を推進してきた。 

 

平成２６年度は当協会の新たな事業として、「文化支援」という太い柱が立ち

上がった。その一つが独立行政法人日本万国博覧会記念機構から承継した「国

際相互理解の促進に資する活動」及び「文化的活動」に対する助成金を交付す

る基金事業である。平成２６年度実施予定の４８事業に９，２００万円の交付

決定を行い、順次事業終了の報告書を受けて助成金を交付。併せて平成２７年

度助成事業の募集と選考を行い、６０事業に１億円の交付を決定し、基金事業

は順調なスタートを切った。 

 

もう一つの支援は、民間版のシステム「アーツサポート関西」の創設である。

関西経済同友会の呼びかけによるファンドレイジングパーティには１，６５０人

が集まり、年間では計画を上回る４，２００万円もの寄附をいただき、文楽や上

方落語への特定助成は新聞にも大きく取り上げられ、平成２７年１月２３日、関

西元気文化圏推進協議会の「ニューパワー賞」を受賞した。 

 

従来から取り組んできたまちづくりやブランディング事業は、これまで以上に

創意工夫を凝らした展開を行った。都市空間の劇場化をテーマに大阪城天守閣を

望む第二寝屋川、新橋、桟橋や船上などのインフラをそのまま活用して上演した

「水上オペラ」は、大阪城という歴史的文化資産が芸術的創造空間として充分に

魅力溢れることを示した社会実験であった。こうした成果が都市の文化政策に反

映されることを願い、KANSAI＊OASAKA 文化力１２０号では大阪城を文化創造拠点

として活用しようという提案も行った。 

 

「平成 OSAKA 天の川伝説」は本年で７回目を迎え、水都・大阪を PR するシンボ

リックな事業として定着してきた。事業の受け皿を実行委員会から一般社団法人

へと、より継続性のある体制に移行するスタディや準備作業を進めた。 

 

上方文化芸能事業は、歌舞伎界の市川猿之助丞が清元「流星」の四役を披露。

また、日本に伝承された神楽やお座敷芸に光をあて、伝統芸能の発展と振興に努

めた。 

 

ブランド事業は大阪の割烹料理をテーマにした映像を２本、K-CAT チャンネル

と共同制作、当協会の HP にもアップした。 

 

各事業の実施状況は、Ⅲに記載したとおりである。 
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Ⅱ．役員会等の開催 

 

１．理事会 

回(年月日) 議       題 

第 1 回 

(Ｈ26.5.7) 

１．平成２６年度アーツサポート関西事業計画の補正（案）の件 

２．アーツサポート関西サポーターズクラブ規程（案）の新設の件 

   <決議の省略による> 

第 2 回 

(Ｈ26.5.27) 

１．平成２５年度事業報告の承認の件 

２．平成２５年度計算書類等の承認の件 

３．平成２６年度収支予算の補正（案）の件 

４．評議員会に推薦する評議員候補者選定の件 

５．評議員会に推薦する理事候補者選定の件 

６．顧問 選任の件 

７．日本万国博覧会記念基金事業審査会委員選任の件 

８．日本万国博覧会記念基金事業審査会専門部会委員選任の件 

９．平成２７年度日本万国博覧会記念基金事業の助成重点テーマ等の件 

10．上方文化芸能運営委員会委員選任の件 

11．規程の新設及び改定の件  

12．寄附金受入の件 

13．定時評議員会招集の件 

 

〔報告事項〕 

１．日本万国博覧会記念基金等及び事業の承継の件 

２．平成２６年度日本万国博覧会記念基金運用計画の件 

３．平成２６年度日本万国博覧会記念基金交付決定事業等の件 

４．代表理事、業務執行理事の職務の執行状況の報告の件 

第 3 回 

(Ｈ26.6.18) 

１．会長、理事長（代表理事）、専務理事・常務理事（業務執行理事）

選定の件 

   <決議の省略による> 

第 4 回 

(Ｈ26.7.24) 

１．規程の新設及び改定の件 

２．寄附審査委員会委員選任の件 

  <決議の省略による> 

第 5 回 

(Ｈ26.8.22) 

１．寄附金受入の件 

２．平成２６年度事業計画の補正（案）の件 

３．平成２６年度収支予算の補正（案）の件 

  <決議の省略による> 

第 6 回 

(Ｈ26.11.18) 

１．評議員辞任に伴う評議員会に推薦する評議員候補者選任の件 

２．評議員会開催の件 

  <決議の省略による> 
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回(年月日) 議       題 

第 7 回 

(Ｈ27.2.24) 

１．平成２６年度寄附金受入の件 

２．平成２６年度事業計画の補正の件 

３．平成２６年度収支予算の補正の件 

４．会印規程の改定の件 

  <決議の省略による> 

第 8 回 

(Ｈ27.3.2) 

１．平成２７年度事業計画の件 

２．平成２７年度収支予算の件  

３．文書管理規程の改定の件  

４．寄附金受入の件 

 

〔報告事項〕 

１．平成２７年度日本万国博覧会記念基金事業助成金交付決定

の件 

２．代表理事、業務執行理事の職務の執行状況の報告の件  

第 9 回 

(Ｈ27.3.17) 

１．平成２７年度「アーツサポート関西」公募助成金交付決定

の件 

  <決議の省略による> 

 

２．評議員会 
回(年月日) 議        題 

第 1 回 

(Ｈ26.6.18) 

 

１．平成２５年度計算書類等の承認の件 

２．評議員選任の件 

３．理事選任の件 

 

〔報告事項〕 

１．平成２５年度事業報告の件 

２．平成２６年度事業計画の補正の件 

３．平成２６年度収支予算の補正の件 

４. 顧問選任の件 

５. 日本万国博覧会記念基金等及び事業の承継の件 

６. 平成２６年度日本万国博覧会記念基金交付決定事業等の件 

７. 平成２７年度日本万国博覧会記念基金事業の助成重点テー

マ等の件 

第 2 回 

(H26.11.13) 

１．平成２６年度事業計画の補正の件 

２．平成２６年度収支予算の補正の件 

<報告の省略による> 

第 3 回 

(Ｈ26.12.8) 

１．評議員辞任に伴う評議員選任の件 

<決議の省略による> 
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Ⅲ．各事業の実施状況 

 

１．国際相互理解の促進と文化振興のための助成・支援 

（１）日本万国博覧会記念基金事業（公益目的事業２） 

日本万国博覧会の成功を記念し人類の進歩と調和に貢献するため、同博覧

会の成功を記念するに相応しい「国際相互理解の促進に資する活動」及び「文

化的活動」に対する助成金を交付するとともに、大阪府が行う日本万国博覧

会記念公園の運営管理に対する寄附を行った。 

 

Ⅰ．助成事業 

① 助成分野 

次の「国際相互理解の促進に資する活動」や「文化的活動」の助成分野

に対する助成金を交付した。 

ア 国際相互理解の促進に資する活動 

・国際文化交流、国際親善に寄与する活動 

・学術、教育、社会福祉、医療及び保健衛生に関する国際的な活動 

・自然の保護その他人間環境の保全に関する国際的な活動 

イ 文化的活動 

・日本の伝統文化の伝承及び振興活動 

・芸術及び地域文化に関する活動 

 

② 平成２６年度の助成金交付事業 

ア 助成金交付 

平成２５年度に独立行政法人日本万国博覧会記念機構が交付決定を

行った平成２６年度実施予定の４８事業９２，０００千円について、

随時、事業終了後の完了実績報告書の提出を受け、助成金を交付した。 

なお、交付決定４８事業のうち、辞退等による助成金の未交付分を

効率的に活用するため、補欠採択事業から１１事業８，７００千円の

追加交付決定を行い、同事業も併せて助成金の交付を行った。 
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イ 実地調査 

事業形態、事業実施地域等を考慮の上、助成事業の成果等の確認や

助成事業者の要望や意見を把握するため、２０件の事業について実地

調査を行った。 

この調査では、助成金の使途の妥当性、助成事業の成果、看板・ポ

スターや印刷物等に万博基金からの助成であることの明示状況等の確

認を行った。あわせて、基金事業の今後の改善の参考とするため、意

見や要望を聴取した。 

また、助成事業者に対しても、当該事業が万博基金の助成を受けて

実施されていることを社会に発信していただくよう働きかけ、理解を

求めた。 

なお調査の実施状況等については、下表のとおりである。 

 

〔実地調査の状況〕（抜粋） 

事業名 調査実施日 

【場  所】 

参加者 

数 等 

事業の実施状況 

第 3 回国際

硫化水素学

会－生物学

と医療応用

－ 

 

 

 

 

平成 26 年 

6 月 4 日 

【京都大学】 

156 名 ・講演中はほぼ満席で、参加者は

熱心に講演を聞いていた。 

・参加者は 156 名で当初計画（250

名）より若干少ないが、海外か

らの参加者が多く（50 名⇒100

名）なっていることから、海外

からの注目度が高いと思われ

る。 

・万博表示については、ホームペ

ージ等当初計画どおり。 

線虫発生生

物学国際集

会 

平成 26 年 

7 月 16 日 

【奈良県新

公会堂】 

287 名 ・学生等の参加費を低く設定し参

加しやすくしているため、若手

の割合が多く、将来に向けての

人材育成の場となっている。 

・参加者数は、287 名でほぼ当初計

画どおり。 

・万博表示については、ホームペ

ージ等当初計画どおり。 
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日本センチ

ュリー交響

楽 団  第

195 回 定 期

演奏会  東

京特別演奏

会 

平成 26 年 

10 月 17 日 

【ザシンフ

ォニーホー

ル】 

 

※調査は、大

阪 開 催 の

定 期 演 奏

会で実施 

2,966 名 ・大阪とは違った地域での展開で

あることから、事業者にとって

は、非常にリスクのある展開で

あったと思われる。 

・活動の範囲を全国とすることで、

大阪の文化水準を他の地域に発

信することができるほか、他の

楽団との交流により文化の相互

理解が生まれることが期待でき

る。 

・入場者数は、2,966 人ほどで計画

どおり。 

・万博表示ついては、プログラム

等当初計画どおり。 

 

③ 平成２７年度の助成金交付事業 

ア 平成２７年度助成事業の募集 

ⅰ） 募集日程等 

平成２７年度実施予定の助成金交付事業の募集を次のとおり行った。 

・募集告知期間：平成２６年７月１日～９月３０日 

・応募受付期間：平成２６年９月１日～９月３０日 

※ 国外事業者の受付開始は８月１日から実施 

・助 成 予 定 額：１億円 

ⅱ） 重点テーマ 

助成対象区分のうち、次の区分については、積極的な支援を行う

重点テーマとした。 

・留学生の交流などの「国際文化交流、国際親善に寄与する活動」 

・文楽などの「日本の伝統文化の伝承及び振興活動」 

ⅲ） 国外事業者への周知 

オランダ、ドイツ、タイなど１５か国の在阪外国総領事館に対し

て助成制度について本国への周知を依頼し、平成２７年度募集の呼

びかけを行った。 
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イ 選考及び助成金交付決定 

平成２６年９月３０日まで助成金交付申請の受付を行ったところ、

２１８事業６４３，２７１千円の申請があり、下記のとおり日本万国

博覧会記念基金事業審査会専門部会による個別審査及び同審査会によ

る審議の結果、６０事業１億円の採択案について答申を受け、平成 

２７年３月９日に交付決定を行った。なお、助成金を効率的に活用す

るため、４事業の補欠事業を採択した。 

ⅰ） 専門部会開催日 

部  会  名 開  催  日 

国際交流・相互理解部会 平成２７年１月１６日 

学術・教育・環境部会 平成２７年１月２１日 

文 化 ・ 芸 術 部 会 平成２７年１月１３日 

 

ⅱ） 審査会開催日 

平成２７年２月２６日 

 

ⅲ） 助成金交付決定状況 

（単位:件，千円） 

区        分 
申  請 交付決定 

件数 金 額 件数 金 額 

国際相互理解の促進に資する活動 173 559,813 38 76,100 

 国際文化交流、国際親善に寄与する

活動 
101 318,449 25 52,100 

 学術、教育、社会福祉、医療及び保

健衛生に関する国際的な活動 
60 196,924 12 22,500 

 自然の保護その他人間環境の保全

に関する国際的な活動 
12 44,440 1 1,500 

文化的活動 45 83,458 22 23,900 

 日本の伝統文化の伝承及び振興活

動 
16 36,590 8 9,900 

 
芸術及び地域文化に関する活動 29 46,868 14 14,000 

合          計 218 643,271 60 100,000 

 

Ⅱ．大阪府が行う日本万国博覧会記念公園の運営管理に寄附する事業 

基金運用益の２分の１に相当する額を大阪府が行う日本万国博覧会記念

公園の運営管理に寄附することとし、平成２６年度においては、平成２７

年３月３１日に１３３，５１０千円の寄附を行った。  
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（２）アーツサポート関西事業（公益目的事業３） 

平成２６年４月１日に創設。芸術・文化による地域の魅力拡大や創造性の

進展を目的に、広く民間から寄附を集め、関西の芸術・文化分野で活動する

個人・団体を支援する活動を行った。また、寄附による芸術・文化支援の意

義を浸透させるため、告知・啓発活動に取り組んだ。 

 

Ⅰ． 関西の芸術・文化への助成活動 

①  寄附の募集 

初年度の寄附金は、１５，０００千円を想定していたが、関西経済同友

会の呼びかけによるチャリティ・ファンドレイジング・パーティも奏功し、

当初の想定を大きく上回る４２，０００千円の寄附が集まった。 

 

平成２６年度寄附（基金の種類別）  （単位：千円） 

寄附者 金  額 備  考 

一般基金 ※26,650  

個別基金 15,410  

合  計 42,060  

※関西経済同友会常任幹事会メンバー等からの運営費寄附 8,800 千円を含む 

 基金の種類別の区分は、平成 27 年 3 月 31 日現在のもの 

 

平成２６年度寄附（寄附者別）      （単位：千円） 

寄  附  者 金  額 備  考 

個     人 10,150  

法     人 6,650  

ファンドレイジングパーティ 14,800 5 月 8 日に開催 

関西経済同友会同友会 

常任幹事会メンバー等 

（運営費寄附） 

8,800 

 

サポーターズクラブ 

会     費 
1,660 

 

合    計 42,060  
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②  サポーターズ・クラブの設置・運営 

アーツサポート関西の運営を支援するサポーターズ・クラブを５月に設

置。関西経済同友会 芸術・文化委員会などの呼びかけを中心に、１６６名

の方々に加入いただいた。 

 

サ ポ ー ト 金： 年額一口 １０，０００円 

平成２６年度メンバー数：１６６名（平成２７年３月３１日現在） 

特 典： メンバー証の発行 

    ASK NEWS の送付 

    関西の文化活動情報のご案内など 

 

③  助成事業 

助成分野・・・美術、音楽、演劇、ダンス、映像・映画、伝統芸能、複

合的なジャンル 

 

公募助成では１０，０００千円の予算に対して１９５件の申請があり、 

２６件の助成先を決定した。また、寄附者が助成先を指定する特定型助成

では計１４，３６０千円の寄附を６団体に助成することを決定した。 

なお、申請は内容的にも水準が高いものが多く、アーツサポート関西へ

の期待の大きさが伺えた。 

 

ア. 公募助成（一般申請、個別寄金申請） 

ⅰ） 申請受付 平成２６年１０月１日～１２月１日 

一 般 申 請： １０，０００千円の予算を設け、「美術」「音楽」

「演劇」「ダンス」「映像・映画」「伝統芸能」「複

合的な分野」の７分野で申請を受付けたところ、

１８８件の申請があった。 

個別寄金申請： 寄附者の意向により６つの分野指定型個別寄金

が設置され、各寄金ごとに申請を受付けたところ、

７件の申請があった。 

 

ⅱ） 審査及び助成金交付決定 

「評価・審査委員会」（２月３日開催）及び「運営委員会」 

（２月１７日開催）で順次審査を行い、理事会の承認を経て、

公募助成先を決定した。 
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 平成２７年度公募助成先の助成金交付決定状況 

（単位：件,千円） 

分     野 
申  請 交付決定 

件数 金 額 件数 金 額 

一般 ① 美 術 36 42,980 2 800 

② 音 楽 30 24,680 4 1,300 

③ 演 劇 54 39,840 7 2,700 

④ ダ ン ス 11 10,330 5 2,000 

⑤ 映像・映画  6 2,770 1 550 

⑥ 伝 統 芸 能 19 31,940 2 700 

⑦ 複合的な分野 32 33,690 2 1,400 

個別 ⑧ 個別寄金申請 7 700 3 300 

合     計 195 186,930 26 9,750 

 

イ． 特定型助成 

寄附者が助成先を指定する特定型助成について、６つの特定型個別

寄金（計１４，３６０千円）が設置され、評価・審査委員会(２月３日

開催)、運営委員会(２月１７日開催)での審査及び理事会の承認を経て、

下記の助成先を決定した。 

 

平成２６年度及び平成２７年度特定型助成先     （単位：千円） 

寄附者／寄金名称 寄附額 助成先 交付額 

京阪神ビルディング株式会社 

「京阪神ビルディング文楽支援寄金」 

5,000 特定非営利活動法人 

人形浄瑠璃文楽座 

(H26) 2,500 

(H27) 2,500 

匿  名 

「匿名寄金No.3」 

3,000 特定非営利活動法人 

関西フィルハーモニ

ー管弦楽団 

(H26) 3,000 

香川芳江 

「日本舞踊普及支援寄金」 

1,000 花柳流「波吟の会」 (H27) 1,000 

與口修 

「與口寄金」 

50 社会福祉法人 

素王会アトリエイン

カーブ 

(H27)    50 

寺田千代乃 

「寺田千代乃 上方落語若手噺家支

援寄金」 

5,000 公益社団法人 

上方落語協会 

(H26)   500 

(H27)   500 

※ 

一般社団法人大阪青年会議所 310 一般社団法人 

大阪市音楽団 

(H27)   310 

合       計 14,360   

１） 一部２６年度中に交付したものを含む。 

２）※印は１０年間（平成３５年度まで）にわたり、毎年５００千円を助成 
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Ⅱ． 寄附文化醸成のための活動 

①  チャリティ・ファンドレイジング・パーティ 

芸術・文化への寄附の意義を啓発するため、関西経済同友会の呼びかけ

のもとに、５月８日にリーガロイヤルホテルにてチャリティ・ファンドレ

イジング・パーティが開催された。各界の識者や文化関係者など 

１，６５０人が参集し、アーティストによるパフォーマンスや交流を楽しんだ。

チケット及びオークションの売上により１４，８００千円の寄附が集まった。 

 

②  記者会見の開催 

アーツサポート関西への大口寄附の申し出や、それによる助成活動等を

広く周知するため、下記のとおり記者会見を開催した。 

 

〇「京阪神ビルディング文楽支援寄金」設立記者会見 

・日 時 平成２６年８月２６日 

・会 場 生國魂神社 

・出席者 ４３名 

全国５紙他に写真入りで大きく掲載。テレビ局２社が

報道 

 

〇「寺田千代乃 上方落語若手噺家支援寄金」の設立と「上方落語若手

噺家グランプリ」の創設発表記者会見 

・日 時 平成２７年２月２４日 

・会 場 天満天神繁昌亭 

・出席者 ４０名 

産経新聞夕刊トップ記事。他全国５紙、スポーツ各紙

で写真入りで掲載。テレビ局１社が報道 

 

〇平成２７年度公募助成先の発表記者会見 

・日 時 平成２７年３月１７日 

・会 場 中之島センタービル２９階会議室 

・出席者 １３名 

産経新聞、京都新聞で掲載。共同通信が地方紙に配信。

琉球新報などが掲載 
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〇関西フィルハーモニー管弦楽団への寄附についての記者会見 

・日 時 平成２７年３月２０日 

・会 場 大阪市中央公会堂 

・出席者 出席者１０名、掲載なし 

 

※ アーツサポート関西の初年度の活動が認められ、１月２３日「関

西元気文化圏賞 ニューパワー賞」を受賞した。 

 

Ⅲ． 芸術・文化発展のための提言活動 

初年度の活動として、関西のアートマネジメント系団体との連携強化

を図ったほか、２０２０年の東京オリンピックで行われる文化プログラ

ムの動向や、アジアの文化状況などについて情報収集等の調査を行った。 
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（３）アーティスト支援 

Ⅰ．大阪文化祭賞（公益目的事業１） 

大阪の芸術文化活動の奨励及び普及を図り、文化振興の機運を醸成するこ

とを目的とし、大阪府・大阪市とともに、平成２６年５月から１２月に大阪

府内で上演された公演の中から優れた成果をあげたものに対して「大阪文化

祭賞」を贈呈した。 

独創性に富み、企画・内容・技法が総合的に優れていること等について厳

正な審査を行い、注目すべき成果をあげた個人または団体に賞を贈呈。当協

会より副賞として賞金及び記念盾を提供した。 

 

◇実施期間   平成２６年５月１日（木）～ １２月３１日（水） 

贈呈式：平成２７年３月１０日（火） 

◇主催者     大阪文化祭実行委員会 

大阪府、大阪市、 

（公財）関西・大阪 21 世紀協会（事務局） 

◇実施場所   府内 

贈呈式 ： リーガロイヤルＮＣＢ 淀の間 

◇受賞者  

・大阪文化祭賞最優秀賞 

舞扇会 主催 山村流六世宗家 山村友五郎: 

「三代目山村友五郎･四代目山村若襲名披露 舞扇会」の成果(第１部門) 

 

・大阪文化祭賞優秀賞 

維新派:「透視図」の成果 （第２部門） 

いずみホール:「いずみホール・オペラ２０１４ 歌劇 フィガロの結婚」

の成果（第３部門） 

・大阪文化祭賞奨励賞 

第２４回上方歌舞伎会出演者一同: 

「第２４回 上方歌舞伎会」の成果（第1部門） 

林家花丸:「林家花丸独演会～人と人、情と情」の成果（第２部門） 

関西弦楽四重奏団:「関西弦楽四重奏団」演奏会の成果（第３部門） 
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Ⅱ．アート・アセンブリー(公益目的事業１、その他事業１) 

関西・大阪を拠点に活躍する音楽・芸術分野における優れたアーティスト

を経済人や有識者、報道関係者に紹介するため、発表、交流の場として「声

楽の楽しみ～内藤里美 ソプラノの世界～」を実施した。 

◇実施日 平成２７年２月２０日（金） 

◇場 所 クラブ関西 

◇出演者 内藤里美(ソプラノ） 

松本薫平(テノール／ゲスト出演) 

◇参加者 ６２名（前年度 ５２名） 

 

［評価］ 

◇内藤里美氏は、当協会主催の「西の丸ステージウィークオープニング・ガラ

（平成２４年７月／於大阪城追手門）」、「大阪城ガラナイト（平成２６年１０月

／於大阪城港）」で主演、好評を得たオペラ歌手である。 

◇本事業では、同氏によるオペラを披露し、参加者から歓声の声があがるとと

もに、交流の場としても、参加者とコミュニケーションを深め、新たなコン

サートのオファーを受けるなど活況を呈した。 

◇アート・アセンブリーへの出演をきっかけに、その後、文化庁芸術祭賞大賞

をはじめ様々な賞を授賞するなど活躍の場を拡げている。 

 

Ⅲ．アートストリーム２０１４（公益目的事業１） 

関西・大阪の若手アーティスト・クリエイターに作品発表、ビジネスマッチ

ングの場を提供し、関西・大阪の新進気鋭のアーティストを広く紹介した。 

今年度は、会場を拡張し、従来の平面作品だけでなく大型作品や立体作品の

展示を行うとともに、新たにヤノベケンジ氏を審査員に迎え話題性を高めた。 

企業賞・ギャラリー賞は１８社に増加（前年度は１３社）、新たにオーディ

エンス賞も設け、アーティストにとっては大きな励みとなった。 

◇実施日    平成２６年１１月１４日（金）～ １１月１６日（日） 

◇主催者     アートストリーム実行委員会 

  (大阪府、大阪市、大阪芸術大学、(公財)関西・大阪21世紀協会 

（事務局）） 

◇場  所    大丸心斎橋店１４Ｆ イベントホール・大丸心斎橋劇場 

◇出展者    公募選抜されたアーティスト８０名 

◇来場者数  ２，９３１名 
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[評価] 

◇来場者アンケート調査では、アンケート回答者５３１名のうち、「大変良かった

／良かった」が９５％となり、「全体にレベルが高く、想像以上に見応えがあっ

た」、「作家と触れ合える」、「作家との距離感が近く見る方も刺激を受ける」など、

アートストリームの特色に対する評価が高いことも伺えた。 

◇また、参加アーティストへのアンケート調査でも「是非来年度も出展したい／時

間が合えば出展したい」が７３％となった。 

 

Ⅳ．後援・協力事業（その他事業１) 

関西の文化やスポーツ振興に資する活動に対し、後援を行い、機関誌やメ―

ルマガジンを通じて広報協力を行った。 

◇後援名義支援事業数：１６３件 

（うち賞の提供事業数：  ３１件、盾の提供事業数： ９件） 

※ 後援名義支援事業一覧は別紙参照 
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２.伝統と創造 

（１）コラボレーションによるまちづくり 

Ⅰ．平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説２０１４（公益目的事業１） 

７月７日、七夕の夜に大川・八軒家浜界隈に“いのり星Ⓡ”を放流し、川

面に恒例の「天の川」を出現させた。 

本年度は、“いのり星Ⓡ”の放流レーンを設けるなどスムーズな運営を目指

した。また、関西大学も実行委員会に参画、「水都大阪」の夏の象徴的な行事

として定着を目指した。 

◇実 施 日   平成２６年７月７日（月）１９：２０ ～ ２１：００ 

◇主   催   平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説推進会議 

平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説実行委員会 

（公財）関西・大阪 21 世紀協会で構成 

◇放流個数    「いのり星」約５万個(前年度 3 万個)を放流 

   ◇放流エリア   大川・天満橋～北浜周辺 

約９．００ha （前年度 約５．５６ha） 

   ◇来場者数    約４８，０００人（前年度 約６３，４００人） 

 

［評価］ 

◇平日開催であったものの、昨年度から「ぴあ」と連携し、広範囲でのチケッ

ト流通と告知が寄与し、全販売実績は７，１９２枚（前年度７，１０３枚）

となった。 

◇昨年度のアンケート結果で会場誘導・警備、「いのり星」放流列・待ち時間

に関する意見が多かったことから、会場誘導・警備を１３０名から２１８名

に拡充、ボランティアスタッフ１２９名の動員、「いのり星」放流場所を３

カ所から５カ所に増設、「いのり星」放流方法の変更（各放流場所に「いの

り星」放流レーンを９２本設置）等を行った。その結果、誘導・警備に関す

る意見が１０．９％から６．５％に、「いのり星」放流列・待ち時間の意見

が６．２％から２．１％になり、改善した。 

◇来場者アンケート結果（回収数１３７）は以下のとおり。 

・性  別 男性⇒３２．１％ 女性⇒６７．９％ 

・年  齢 ２０代⇒２７．０％ ３０代⇒２２．６％ ４０代⇒１４．６％ 

・来場人数 ２人⇒６１．３％ ６人⇒８．８％ ３人⇒８．０％ 

・居  住 大阪市⇒４８．９％ 大阪府⇒２７．０％ 兵庫県⇒１６．１％ 京

都府⇒５．１％ 

・満 足 度 大変良かった⇒４３．８％ 良かった⇒４０．９％ 普通⇒１．５％ いまい

ちだった⇒１．０％ まったく良くなかった⇒０％ 
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Ⅱ．大阪城フェスティバル２０１４（公益目的事業１） 

「大阪の芸術文化の情報発信力の強化」、「大阪の賑わい創出」を目的とし

て、大阪城周辺で実施される様々なイベントの主催者を集め、合同の告知パ

ンフレットを作成・発行し、大阪の魅力発信と観光集客を目指した。 

また、平成２６年１０月から１２月にかけて開催される「大坂の陣４００年・

冬の陣」に呼応して、実施期間を１０月まで延長した。 

◇期 間    平成２６年７月１日（火）～ １０月８日（水） 

◇主 催    大阪城サマーフェスティバル実行委員会 

大阪府、大阪市、経済団体等、 

(公財)関西・大阪２１世紀協会（事務局） 

◇告知媒体   リーフレット９０，０００部、ポスター５００部 

（JR、地下鉄、私鉄各駅で配布） 

JR 情報誌「電車＆ウォーク」２，７００，０００部 

当協会ホームページに掲載…アクセス件数 ２３，４９０件 

 

[評価]  

◇西の丸庭園が活用できない中で、前年に比して参加団体数、対象イベント

数等が増加した。またイベント参加者数も９８．８万人と大幅に増加した。 

・官 民 の 参 加 団 体：   ２４ （昨年 １８） 

・対 象 イ ベ ン ト：  １３７ （同  １２７） 

・イベント参加者数： ９８．８万人（同 ７２万人） 

 

①  Brass Boot Up!!（公益目的事業１） 

大阪城公園駅前広場において、高等学校吹奏楽部の演奏を中心とした「吹

奏楽とマーチング」を実施し、「御堂筋パレード」に替わる高校生の吹奏楽

発表の場として、レベルの高い大阪の高校生吹奏楽をアピールした。 

今年度も、指揮者に関西フィルハーモニー管弦楽団の首席指揮者 藤岡幸

夫氏を迎え、集客と発信力の強化を目指すとともに、全国一の実力を誇る

大阪の高校吹奏楽に加え、ダンスやカラーガードの発表の場を設けて賑わ

いと華やかさを加えた。 

 

②  大阪城ガラナイト（公益目的事業１） 

大阪城という歴史的文化資産と共に新たな芸術的創造空間を演出する社

会実験として、都市空間の劇場化をテーマに、大阪城天守閣を望む第二寝

屋川、新橋、桟橋や船上などのインフラをそのまま活用した水上オペラ「大

阪城ガラナイト」を実施。オペラ「カルメン」を語り付きで上演するとと

もにフラメンコを野外で披露した。 
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◇実 施 日 平成２６年１０月４日（土） 

◇主 催 （公財）関西・大阪 21 世紀協会 

◇会 場 大阪城公園駅前広場及び第二寝屋川大阪水上バス乗場「大

阪城港」周辺 

◇参 加 団 体 高等学校 ４校 

◇出 演 者 オペラ歌手６名、フラメンコダンサー２名、 

◇指 揮 関西フィルハーモニー首席指揮者 藤岡幸夫 

◇参加船舶等 船舶１隻、台船１艙 

◇観 覧 者 Brass Boot Up   延４，５００人 

大阪城ガラナイト 延３，５００人 

 

[評価] 

◇アンケート調査では、「大変おもしろかった・おもしろかった」が９６％

とほぼ全員に近い高評価が得られた。 

◇吹奏楽演奏に加え、マーチングやカラーガード、ダンスが加わり、高校吹

奏楽の発表の場として大きく貢献する結果となった。 

◇大阪城ガラナイトでは、出演者からの評価も一様に高く、大阪の文化芸術

の素晴らしさを認識するとともに多くの観客に絶賛を受けた。 

◇初めての試みとして野外でオペラを上演し、特に舞台が台船の上、船上、

橋上、特設舞台と面的に広がっており、他ではできない演出のイベントと

なった。 

 

 

③  エレクトリックラン大阪大会（公益目的事業１） 

大阪城公園一帯で開催された「大坂の陣４００年天下一祭」のプログラム

の一つとして、参加ランナーが光る衣装を身に包み、日常とかけ離れた別世

界の感動を体験する新しいランニングイベントを実施。「RUN FOR FUN」をコ

ンセプトに、美しい光と音楽がシンクロする幻想的な空間を創出した。 

◇実施日 平成２６年１１月７日（金）・８日（土） 

◇共 催 株式会社ユニバーサルスポーツマーケティング 

（公財）関西・大阪２１世紀協会 

◇場 所 大阪城公園 

◇参加者数 ２０，９０７名 
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④  インターナショナル ワークショップ フェスティバルＤＯＯＲＳ 

（公益目的事業１） 

関西・大阪で活躍する多彩な文化人を講師に迎え、ワンコイン（５００円）で

体感できる体験型ワークショップを８月に集中開催した。 

８年目を迎えた今年度は、「おとなも子どもも」をテーマに、未就学児童を含め

た子供向け講座を取り入れ、好評を博した。折からの台風直撃にもかかわらず、

１，４００名を超える受講者を集めた。 

 

◇実施時期 平成２６年８月８日（金）～１２日（火） 

◇主  催 International Workshop Festival 実行委員会 

（ 大阪市、ＬＬＰアートサポート、（公財）関西・大阪２１世紀協会） 

◇場  所 大阪市立芸術創造館、旭区民センター 

◇開講講座 １００講座（台風により１講座中止） 

◇受講者数 １，４３６名 

     台風１１号直撃により、当日キャンセル率が３割程度上昇。 

 

[評価] 

◇参加者アンケートの結果は次のとおり 

・満足：８６％、普通：９％、不満足：１％ 

・子どもと一緒に体験できたことに対する満足感が高い。 

・一方で、託児施設や軽飲食の場所の確保など、これまでとは異なる要望

が寄せられ、今後につながる貴重な意見を頂戴した。 

◇講師の方の声は次のとおり 

・「非常に満足（５２％）」「満足（４５％）」「不満（０％）」と非常に高い

満足度を得られた。特に運営スタッフへの感謝の言葉が多い。 

・ドアーズに参加した効果で「ホームページへのアクセスが増えた」、「講

師として呼ばれるようになった」、「参加者が生徒になっていただいた」

といった波及効果も聞こえている。 
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（２）上方文化芸能の振興及び無形文化財の保護・育成 

Ⅰ．上方文化芸能振興事業 

①  「日本の文化に親しむ」の公演（公益目的事業１） 

◇公 演 名 「花の賑わい」 

◇開催場所 国立文楽劇場 

◇開 催 日 平成２７年３月３日(火) 

◇内 容  伝統文化芸能を多くの方々に広く知って頂くために本年

も引き続き開催した。 

今回の「花の賑わい」は歌舞伎界より市川猿之助丞を迎え

て清元「流星」の四役をすばらしい舞踊で披露して頂いた。

また日本中に伝わる神楽の中から石見神楽の「大蛇」を石見

神楽保存会の方々に、浪花神楽「花湯」を関西雅楽松風会の

方々に演じて頂いた。加えて京都宮川町の芸妓・舞子による

「太秦詣」「梅の小袖」の舞踊により、格調高く華やかな舞

台となり、伝統芸能の発展と振興に大いに役立った。 

 

②  「やそしま」（第８号）の発行（公益目的事業１） 

◇発 行 日  平成２６年１１月１日（土） 

◇発行部数 １，０００部 

◇内 容  伝統文化に対する一般の理解を深め認識を高めるために

季刊誌「やそしま」（第８号）を発行した。 

今回が最終となる橋爪節也氏による「近代大阪と女性画家

の時代」、沢井実氏による「近代大阪の経済人群像」の二作

品と、関西の企業に大きな功績を残した「明治の財界人松本

重太郎」を重太郎ゆかりの方々の座談会で話し合って頂いた。

また、世界遺産に登録された「和食」について、「和の料理、

浪速の食」と題して、「㐂川」の上野修三氏と道頓堀「今井」

の今井徹氏に加えて「大和屋」女将の阪口純久氏で江戸料理

と上方料理の違いについて語って頂いた。 

 

Ⅱ．重要文化財の保護・育成 

①  「御田植神事」の開催（公益目的事業１） 

重要無形民俗文化財に指定されている住吉大社の御田植神事を開催した。 
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◇開催日  平成２６年６月１４日（土） 

◇場  所  住吉大社 

 

②  「宝恵籠行列」の支援（公益目的事業１） 

２００年以上の伝統と格式があり、無形民俗文化財に指定されている今

宮戎神社の「宝恵籠行列」を支援した。 

◇開催日  平成２７年１月１０日（土） 

◇場 所  今宮戎神社 
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３.発掘と発信 

（１）広域的国際的文化力会議の開催 

Ⅰ．関西・大阪文化力会議（公益目的事業１） 

中止（平成２７年９月に延期） 

 

（２）関西ブランド発信 

Ⅰ．関西ブランド 

①  「はなやか関西」との連携（公益目的事業１） 

関西を日本の文化首都圏として発展させようと官民が協力して取り組ん

でいる「はなやか関西 ～文化首都年～」事業と連携を図り、平成２６年度

のテーマである「関西食文化の発掘と発信」を題材に㈱ケイ・オプティコ

ムと番組を共同で制作した。番組はケーブルテレビで放映し、当協会ホー

ムページにもアップロードした。 

◇番 組 名 御食国関西 大阪人が育んだ割烹料理 

～なにわの「割く」食文化～ （１２分） 

御食国関西 大阪人が育んだ割烹料理 

～なにわの「煮る」食文化～ （１２分） 

◇放送チャネル  eo 光チャネル、K-CAT チャネル 

 

②  「ＫＡＮＳＡＩ＊ＯＳＡＫＡ文化力」の発行（公益目的事業１） 

機関誌「KANSAI＊OSAKA 文化力」第１１９号では「万博基金事業」、 

第１２０号では「万博基金事業及びアーツサポート関西の助成先決定」を

特集した。また、「文化で関西・大阪を元気にする」を基本理念に、当協会

の取り組む事業をはじめ、関西アーティストや関西文化を支えるメセナ企

業トップへのインタビューなども掲載した。 

◇発行時期  年２回（７月３０日、３月３０日） 

◇発行部数  １１９号 １２０号 各１１，０００部 

 

③  関西空港での映像発信（公益目的事業１） 

関西のイメージ向上を図るため、関西国際空港等の公共スペースを活用

し、四季折々の関西を紹介するブランド映像「Welcome To Kansai」を上映。

YouTube でもアップロードし、当協会のホームページにも掲載した。 

◇放映場所  関西国際空港 税関エリア(５０ｲﾝﾁｽｸﾘｰﾝ×１６面） 

大阪国際空港 ３Ｆラウンジ 

◇制  作   本年度は４月,８月,１０月,１月に制作し、放映映像を更新 
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④  御堂筋でのバナー事業展開（収益事業） 

「御堂筋にぎわい空間づくり事業」等、各主催団体が御堂筋において掲

揚するバナーに使用する掲揚金具（当協会所有）の貸出しを行い、都市の

賑わいづくりに寄与し、併せて使用料収入を得た。 

◇貸 出 件 数：４件 

◇使用料収入：３７６千円 

 

Ⅱ．広報活動（公益目的事業１） 

一般向けに毎月広く配信する「メールマガジン」や「協会だより」などを

活用し、協会の事業の取り組みや協会が後援する様々なイベントをタイムリ

ーに情報発信した。 

また、当協会の活動を広く理解してもらうため、マスコミ関係者とのリレ

ーションを強化し、随時プレスリリースや記者会見などを行った。 

 ◇実施時期 メールマガジン 月１回×１２カ月（送付先６２０件） 

  協会だより   月１回×１２カ月 

  ウェブ     通年（年間閲覧数約３０．０万件） 

  ブログ     通年（年間閲覧数約 ４．５万件） 

 ◇プレスリリース等の状況 

 日付 内          容 

1 H26/5/22 「平成 OSAKA 天の川伝説 2014」開催のお知らせ 

2 H26/6/26 
「平成 OSAKA 天の川伝説 2014」開催のお知らせ・

報道取材のお願い 

3 H26/6/27 
「平成 27 年度日本万国博覧会記念基金」助成対象
事業を 7 月 1 日から募集開始 

4 H26/7/11 WORKSHOP FESTIVAL DOORS 8th 

5 H26/8/26 
アーツサポート関西 初の支援が決定「京阪神ビル
ディング文楽支援寄金」記者発表 

6 H26/9/30 
「アーツサポート関西 平成 27 年度公募助成額の
決定について」記者発表 

7 H26/11/12 
「アートストリーム 2014」取材・媒体での告知の
お願い 

8 H27/3/17 
日本万国博覧会記念基金及びアーツサポート関西 

平成 27 年度の助成先決定 

 

（３）調査研究・提言 

Ⅰ．ミナミ上町台地調査・研究（公益目的事業１） 

大阪、上町台地の歴史や伝承を探り、伝えられてきた催事に触れることで、

その歴史的役割の再発見と伝承を記録し発信した。本年は３回実施した。 

実    施    日    等 参加者数 

第１回：平成２６年 ４月 ４日（金)「堺の古代文化」 ２４名 

第２回：平成２６年 ９月１３日（土）「鉄砲・刀鍛冶等の産業」 ２４名 

第３回：平成２６年１１月２４日（月）「堺の歴史と文化」 ２６名 
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Ⅱ．「なにわ大坂１００人選」プロジェクト（公益目的事業１） 

古代から近世にかけて「なにわ大坂」で活躍した１００人を選抜し、

平成２５年度から３年かけて調査・研究し、最終的に報告書の出版を目指す。 

平成２７年度からＨＰで紹介していく準備を行った。 

 

Ⅲ．北前船昆布海道の研究（公益目的事業１） 

江戸中期から明治中頃にかけて、大阪と北海道を瀬戸内海、日本海経由で

結んだ「北前船」は、広範囲の物流ネットワーク機能により各寄港地を拠点

に日本海側に一大経済圏を形成した。 

その寄港地の都市が連携して今に残るその魅力を発信し、広域の観光ルー

ト形成により地方創生に寄与するため、「北前船寄港地フォーラム」が東日本

の日本海側を中心に１５回にわたり開催されてきた。 

今回、第１６回目が本年７月に北前船の一方の起点である大阪で開催され

るにあたって、当協会が実行委員会の事務局を担い、当協会に蓄積されてき

たノウハウを活用しその準備にあたった。 

 

（４）ネットワーキング 

Ⅰ．２１cafe（その他事業１） 

関西・大阪でまちづくりや文化創造活動に携わる方を講師に迎え、お話を

伺うとともに、異分野の参加者が交流できる機会を創出するため交流会を全

４回実施した。 

◇場  所   中之島プラザホテル「アゴラシオン」 

◇参加料   ３，０００円/回 

<実施概要> 

回 講師・テーマ 実施日 参加者数 

1 
大阪市副市長 田中 清剛氏 

「これからのまちづくり」 6/19 49 名 

2 

ブリティシュカウンシルアーツ部長 湯浅
真奈美氏  

「2012 年ロンドン五輪における文化プロ
グラム」 

8/25 51 名 

3 
現代美術作家 ヤノベケンジ 氏 

「社会を変えるアートのパワー」 
1/26 45 名 

4 
こんぶ土居 代表取締役 土居 純一 氏 

「大阪と昆布のいい関係」 
3/11 33 名 

 

Ⅱ．社学連携事業インテリジェントアレー専門セミナー（公益目的事業１） 

関西大学院連合の事情により中止となった。 
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Ⅲ．協会事業への理解促進(その他事業２） 

賛助会員企業や新規会員勧誘のための企業訪問を積極的に行うとともに、

賛助会員向けの講演会や交流会を行い、協会事業への理解に努めた。 

【講演会・交流会の開催】 

 ◇実施日 平成２７年１月１９日（月） 

 ◇場 所 クラブ関西 

 ◇講演テーマ 

「新年にあたって、日本と関西の経済動向等について」 

講師 山岸 晃 氏 (財務省 近畿財務局 総務部長) 

当日は、５５名の賛助会員の参加をいただき、講演の後、交流会を行った。 

 講演会、会員間の交流会ともに好評であった。 
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な
に

わ
淀

川
花

火
大

会
な

に
わ

淀
川

花
火

大
会

8
月

9
日

22
な

に
わ

建
築

フ
ェ

ス
タ

「
20

14
年

児
童

画
展

」
（
一

社
）
大

阪
府

建
築

士
事

務
所

協
会

1
0
月

1
8
日

1
0
月

1
9
日

23
ア

ジ
ア

・フ
ー

ド
シ

ョ
ー

20
14

（
一

財
）
大

阪
国

際
経

済
振

興
セ

ン
タ

ー
1
0
月

8
日

1
0
月

1
0
日

24
上

方
文

化
再

生
フ

ォ
ー

ラ
ム

上
方

文
化

再
生

実
行

委
員

会
7
月

2
8
日

3
月

8
日

25
In

te
rn

at
io

n
al

 S
tu

de
n
ts

 C
re

at
iv

e
 A

w
ar

d 
2
01

4
（
一

社
）
ナ

レ
ッ

ジ
キ

ャ
ピ

タ
ル

1
1
月

下
旬

26
サ

ン
ト

リ
ー

１
万

人
の

第
九

（
株

）
毎

日
放

送
1
2
月

7
日

27
S
H

O
R

T
 S

H
O

R
T
S
 F

IL
M

 F
E
S
T
IV

A
L
 &

 A
S
IA

 2
0
1
4
 i
n
 O

S
A

K
A

（
一

社
）
ナ

レ
ッ

ジ
キ

ャ
ピ

タ
ル

、
（
株

）
Ｋ

Ｍ
Ｏ

7
月

1
8
日

7
月

2
1
日

28
第

58
回

大
阪

薪
能

大
阪

薪
能

委
員

会
8
月

1
1
日

8
月

1
2
日

29
第

34
回

大
阪

都
市

景
観

建
築

賞
大

阪
都

市
景

観
建

築
賞

運
営

委
員

会
1
2
月

2
6
日

30
堺

大
魚

夜
市

堺
大

魚
夜

市
実

行
委

員
会

7
月

3
1
日

31
第

52
回

少
林

寺
拳

法
関

西
学

生
大

会
少

林
寺

拳
法

関
西

学
生

大
会

実
行

委
員

会
7
月

2
0
日

32
水

都
祭

「天
神

祭
奉

納
花

火
」

水
都

祭
実

行
委

員
会

／
大

阪
日

日
新

聞
7
月

2
5
日

33
関

西
歌

舞
伎

を
愛

す
る

会
　

第
二

十
三

回
 七

月
大

歌
舞

伎
関

西
・
歌

舞
伎

を
愛

す
る

会
7
月

3
日

7
月

2
7
日

34
第

35
回

駒
川

ま
つ

り
駒

川
商

店
街

振
興

組
合

7
月

2
1
日

7
月

2
2
日

≪
平

成
2
6
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

3
5

平
成

2
6
年

度
大

阪
府

立
花

の
文

化
園

「
幼

児
・
小

中
学

生
の

絵
画

展
」

（
一

財
）
大

阪
府

み
ど

り
公

社
 花

の
文

化
園

1
月

6
日

2
月

1
日

3
6

2
0
1
4
 Ｏ

Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ

手
づ

く
り

フ
ェ

ア
大

阪
釦

服
飾

手
芸

卸
協

同
組

合
9
月

5
日

9
月

6
日

3
7

第
1
5
回

こ
い

や
祭

り
こ

い
や

祭
り

実
行

委
員

会
9
月

1
3
日

9
月

1
4
日

3
8

第
2
9
回

大
東

市
花

と
緑

の
ま

つ
り

大
東

市
花

と
緑

の
ま

つ
り

運
営

委
員

会
6
月

1
日

3
9

第
4
2
回

優
游

会
書

展
書

法
研

究
　

優
游

会
1
1
月

1
9
日

1
1
月

2
4
日

3
9
-
2

第
3
3
回

料
理

コ
ン

ク
ー

ル
公

益
社

団
法

人
全

日
本

司
厨

士
協

会
5
月

1
0
日

4
0

体
操

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
1
4
 Ｏ

Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ

N
P

O
法

人
 体

操
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
1
4
 O

S
A

K
A

実
行

委
員

会
1
0
月

1
7
日

1
0
月

1
9
日

4
1

全
・
日

本
拳

法
総

合
選

手
権

大
会

（
一

財
）
日

本
拳

法
全

国
連

盟
9
月

1
4
日

4
2

第
2
回

関
西

A
T
P

賞
（
一

社
）
全

日
本

テ
レ

ビ
番

組
製

作
社

連
盟

1
月

2
0
日

4
3

協
同

組
合

 大
阪

写
真

家
協

会
写

真
展

「
家

族
の

絆
」

協
同

組
合

 大
阪

写
真

家
協

会
8
月

2
9
日

8
月

3
1
日

4
4

水
都

お
お

さ
か

森
林

の
市

 2
0
1
4

水
都

お
お

さ
か

森
林

づ
く
り

・
木

づ
か

い
実

行
委

員
会

1
0
月

5
日

4
5

2
0
1
4
年

度
春

期
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
ア

レ
ー

専
門

セ
ミ

ナ
ー

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 関

西
社

会
人

大
学

院
連

合
5
月

1
3
日

9
月

2
9
日

4
6

新
天

地
 i
n
 N

E
Y
A

G
A

W
A

 2
0
1
4

新
天

地
 i
n
 N

E
Y
A

G
A

W
A

 実
行

委
員

会
1
0
月

1
8
日

4
7

ブ
ラ

ス
・
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
 2

0
1
4
 i
n
 大

阪
ブ

ラ
ス

・
ジ

ャ
ン

ボ
リ

ー
 2

0
1
4
 i
n
 大

阪
実

行
委

員
会

1
0
月

1
3
日

4
8

第
4
5
回

吹
田

ま
つ

り
吹

田
ま

つ
り

実
行

委
員

会
7
月

1
2
日

7
月

2
7
日

4
9

F
A

B
E
X
 関

西
2
0
1
4

（
株

）
日

本
食

糧
新

聞
社

1
0
月

8
日

1
0
月

1
0
日

5
0

2
0
1
4
年

「
食

育
実

践
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
大

阪
ス

ロ
ー

フ
ー

ド
協

会
7
月

2
7
日

8
月

3
1
日

5
1

第
1
7
回

ア
ベ

ノ
カ

ッ
プ

（
阿

倍
野

区
長

杯
）
卓

球
N

P
O

法
人

 Ｐ
Ｗ

Ｊ
Ｏ

8
月

3
1
日

5
2

第
5
9
回

関
西

新
世

紀
展

新
世

紀
美

術
協

会
 大

阪
支

部
1
0
月

1
5
日

1
0
月

1
9
日

5
3

中
之

島
な

つ
ま

つ
り

中
之

島
な

つ
ま

つ
り

実
行

委
員

会
8
月

2
8
日

5
4

ま
ち

デ
コ

ー
ル

2
0
1
4

ま
ち

デ
コ

ー
ル

実
行

委
員

会
1
0
月

1
1
日

1
0
月

1
9
日

5
5

「
お

す
す

め
！

わ
が

店
の

ヘ
ル

シ
ー

メ
ニ

ュ
ー

2
0
1
4
」
人

気
コ

ン
テ

ス
ト

並
び

に
「
ヘ

ル
シ

ー
外

食
フ

ォ
ー

ラ
ム

 2
0
1
4
」

大
阪

ヘ
ル

シ
ー

外
食

推
進

協
議

会
9
月

5
日

1
1
月

1
9
日

5
6

第
2
5
回

 I
K
E
D

A
文

化
D

A
Y

（
一

財
）
い

け
だ

市
民

文
化

振
興

財
団

1
1
月

1
日

1
1
月

3
日

5
7

第
1
0
回

関
西

棋
院

山
野

基
金

こ
ど

も
囲

碁
大

合
戦

～
大

阪
秋

の
陣

～
一

般
財

団
法

人
　

関
西

棋
院

1
1
月

9
日

5
8

第
1
8
回

大
阪

・
淀

川
市

民
マ

ラ
ソ

ン
大

阪
・
淀

川
市

民
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

1
1
月

2
日

5
9

京
都

国
際

映
画

祭
京

都
国

際
映

画
祭

実
行

委
員

会
1
0
月

1
6
日

1
0
月

1
9
日

6
0

フ
ィ

エ
ス

タ
・
メ

ヒ
カ

ナ
大

阪
 2

0
1
4

フ
ィ

エ
ス

タ
・
メ

ヒ
カ

ナ
実

行
委

員
会

9
月

1
3
日

9
月

1
5
日

6
1

門
真

ジ
ャ

ズ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

2
0
1
4

門
真

ジ
ャ

ズ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

実
行

委
員

会
1
0
月

1
3
日

6
2

第
3
2
回

全
日

本
中

国
語

ス
ピ

ー
チ

コ
ン

テ
ス

ト
大

阪
府

大
会

特
定

非
営

利
活

動
法

人
 大

阪
府

日
本

中
国

友
好

協
会

1
0
月

2
6
日

6
3

第
3
8
回

「
新

春
走

ろ
う

か
い

」
　

-
ひ

ら
か

た
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

-
（
公

財
）
枚

方
体

育
協

会
1
月

1
2
日

6
4

平
成

2
6
年

 M
O

A
美

術
館

大
阪

児
童

作
品

展
Ｍ

Ｏ
Ａ

美
術

館
大

阪
児

童
作

品
展

実
行

委
員

会
1
0
月

1
2
日

1
2
月

2
1
日

6
5

B
O

O
K
 E

X
P

O
 2

0
1
4　

秋
の

陣
　

～
魅

せ
ろ

！
書

店
魂

～
　

　
B

O
O

K
 E

X
P

O
 実

行
委

員
会

1
1
月

1
1
日

6
6

第
3
4
回

大
阪

国
際

女
子

マ
ラ

ソ
ン

大
会

お
よ

び
2
0
1
4
大

阪
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

大
阪

国
際

女
子

マ
ラ

ソ
ン

組
織

委
員

会
1
月

2
5
日

≪
平

成
2
6
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

6
7

第
2
7
回

2
0
1
4
大

阪
リ

バ
ー

サ
イ

ド
マ

ラ
ソ

ン
大

阪
リ

バ
ー

サ
イ

ド
マ

ラ
ソ

ン
実

行
委

員
会

1
1
月

9
日

6
8

第
9
期

「
蕪

村
顕

彰
俳

句
大

学
講

座
」
表

彰
式

N
P

O
法

人
 近

畿
フ

ォ
ー

ラ
ム

2
1

9
月

2
1
日

6
9

第
3
7
回

少
林

寺
拳

法
関

西
実

業
団

大
会

関
西

実
業

団
少

林
寺

拳
法

連
盟

／
第

3
7
回

少
林

寺
拳

法
関

西
実

業
団

大
会

実
行

委
員

会
1
1
月

1
6
日

7
0

カ
ン

ボ
ジ

ア
王

国
民

族
音

楽
舞

踏
団

受
入

れ
事

業
O

S
A

K
A

 I
N

 T
H

E
 W

O
R

L
D

実
行

委
員

会
9
月

1
2
日

9
月

2
5
日

7
1

旭
堂

南
青

師
匠

と
ぽ

ん
ぽ

ん
船

で
巡

る
大

阪
歴

史
散

歩
ヒ

ュ
ー

マ
ン

・
ス

マ
ー

ト
株

式
会

社
1
0
月

1
1
日

7
2

T
A

C
T
/
F
E
S
T
　

大
阪

国
際

児
童

青
少

年
ア

ー
ト

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
一

般
社

団
法

人
K
IO

9
月

9
日

9
月

2
1
日

7
3

第
1
5
回

天
満

音
楽

祭
天

満
音

楽
祭

実
行

委
員

会
1
0
月

5
日

7
4

天
王

寺
楽

所
雅

亮
会

「
第

4
8
回

雅
楽

公
演

会
」

天
王

寺
楽

所
雅

亮
会

1
1
月

2
5
日

7
5

月
清

古
曲

保
存

会
伝

承
と

育
成

の
為

の
 ～

第
4
0
回

 地
歌

と
語

り
～

月
清

古
曲

保
存

会
1
1
月

1
6
日

7
6

劇
団

ス
タ

ジ
オ

Q
公

演
「
～

つ
な

み
～

生
き

て
い

く
と

い
う

こ
と

」
劇

団
ス

タ
ジ

オ
Q

1
0
月

3
0
日

7
7

創
立

6
0
周

年
記

念
大

阪
府

民
日

本
民

踊
協

会
　

2
0
1
4
全

国
日

本
民

踊
総

お
ど

り
大

会
大

阪
府

日
本

民
謡

協
会

1
0
月

2
7
日

7
8

関
西

サ
イ

エ
ン

ス
・
フ

ォ
ー

ラ
ム

公
開

講
演

会
「
地

震
予

知
に

挑
む

」
関

西
サ

イ
エ

ン
ス

・
フ

ォ
ー

ラ
ム

1
0
月

2
9
日

7
9

な
に

わ
八

百
八

橋
の

橋
洗

い
な

に
わ

八
百

八
橋

「
橋

洗
い

」
実

行
委

員
会

1
0
月

4
日

8
0

大
阪

三
曲

協
会

 第
6
1
回

記
念

 各
派

名
流

演
奏

会
大

阪
三

曲
協

会
1
月

3
1
日

8
1

2
0
1
4
大

阪
メ

チ
ャ

ハ
ピ

ー
祭

大
阪

メ
チ

ャ
ハ

ピ
ー

祭
実

行
委

員
会

1
0
月

1
3
日

8
2

"
2
0
1
4
″

リ
ン

ク
ス

テ
コ

ン
ド

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

リ
ン

ク
ス

テ
コ

ン
ド

ー
ア

カ
デ

ミ
ー

9
月

2
1
日

8
3

四
天

王
寺

ワ
ッ

ソ
四

天
王

寺
ワ

ッ
ソ

実
行

委
員

会
1
1
月

2
日

8
4

「
新

し
い

日
本

の
選

択
」
～

ス
イ

ス
モ

デ
ル

を
考

え
る

「
新

し
い

日
本

の
選

択
」
～

ス
イ

ス
モ

デ
ル

を
考

え
る

～
実

行
委

員
会

9
月

1
3
日

8
5

第
4
8
回

い
け

ば
な

大
阪

展
大

阪
府

花
道

家
協

会
1
0
月

1
6
日

1
0
月

2
1
日

8
6

第
2
2
回

淀
川

三
十

石
船

舟
唄

全
国

大
会

淀
川

三
十

石
船

舟
唄

全
国

大
会

実
行

委
員

会
1
1
月

2
3
日

8
7

第
７

回
石

門
心

学
講

演
会

（
一

社
）
心

学
明

誠
舎

1
1
月

2
1
日

8
8

船
場

ま
つ

り
2
0
1
4

船
場

ま
つ

り
推

進
協

議
会

1
0
月

3
日

1
0
月

5
日

8
9

だ
ん

じ
り

祭
 i
n
 大

阪
城

 2
0
1
4

だ
ん

じ
り

祭
 i
n
 大

阪
城

 2
0
1
4
 実

行
委

員
会

1
1
月

1
日

1
1
月

3
日

9
0

2
0
1
4
年

度
秋

期
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ト
ア

レ
ー

専
門

セ
ミ

ナ
ー

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 関

西
社

会
人

大
学

院
連

合
1
0
月

1
4
日

2
月

2
5
日

9
1

大
阪

コ
レ

ギ
ウ

ム
・
ム

ジ
ク

ム
演

奏
会

　
ク

リ
ス

マ
ス

・
コ

ン
サ

ー
ト

　
～

未
来

へ
希

望
を

紡
い

で
～

大
阪

コ
レ

ギ
ウ

ム
・
ム

ジ
ク

ム
1
2
月

2
1
日

9
2

全
日

本
司

厨
士

協
会

　
A

J
C

A
 C

u
lin

ar
y 

C
h
al

le
n
ge

 i
n
 O

sa
ka

2
0
1
4

内
閣

府
認

定
公

益
社

団
法

人
全

日
本

司
厨

士
協

会
　

関
西

地
方

大
阪

府
本

部
1
0
月

1
1
日

1
0
月

1
2
日

9
3

ジ
ャ

ポ
ニ

ス
ム

振
興

会
　

大
阪

公
演

　
大

坂
石

山
本

願
寺

の
馳

走
を

箏
の

響
に

の
せ

て
味

わ
う

会
財

団
法

人
本

願
寺

維
持

財
団

1
1
月

4
日

9
4

楽
劇

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
2
0
1
4
　

楽
劇

の
祭

典
関

西
楽

劇
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

協
議

会
1
0
月

9
日

2
月

2
7
日

9
5

第
1
8
回

す
い

た
環

境
教

育
フ

ェ
ア

す
い

た
環

境
教

育
フ

ェ
ア

実
行

委
員

会
1
月

3
1
日

9
6

第
4
5
回

卓
球

ま
つ

り
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

Ｐ
Ｗ

Ｊ
Ｏ

（
ピ

ュ
ー

ジ
ョ

）
1
1
月

3
0
日

9
7

堂
島

薬
師

堂
節

分
お

水
汲

み
祭

り
堂

島
薬

師
堂

節
分

お
水

汲
み

祭
り

実
行

委
員

会
2
月

3
日

9
8

第
4
0
回

雅
風

展
（
公

社
）
全

日
本

小
品

盆
栽

協
会

1
月

8
日

1
月

1
1
日

9
9

第
5
4
回

東
洋

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

学
校

法
人

東
洋

学
園

1
1
月

1
5
日

1
0
0

第
6
1
回

東
大

阪
市

枚
岡

公
園

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

競
走

大
会

東
大

阪
市

枚
岡

公
園

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

競
走

大
会

実
行

委
員

会
2
月

1
日

≪
平

成
2
6
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

10
1

上
方

西
洋

古
楽

演
奏

会
シ

リ
ー

ズ
20

15
 i
n 

奈
良

「和
洋

の
再

会
」能

楽
と

西
洋

古
楽

　
奈

良
県

「新
た

な
文

化
活

動
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

補
助

金
」交

付
事

業
そ

う
楽

舎

10
2

関
西

桐
朋

会
「第

49
回

新
人

演
奏

会
」

関
西

桐
朋

会
3月

15
日

10
3

Ｓ
ＩＧ

Ｎ
　

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

 2
01

5（
第

30
回

広
告

資
機

材
見

本
市

)
近

畿
屋

外
広

告
美

術
組

合
連

合
会

6月
10

日
6月

12
日

10
4

松
本

重
太

郎
10

0年
記

念
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
関

西
経

済
交

流
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催
事

業
京

都
府

京
丹

後
市

1月
26

日

10
5

「伝
統

と
創

意
」第

69
回

日
本

書
芸

院
展

（公
社

）日
本

書
芸

院
4月

8日
4月

12
日

10
6

ワ
ン

・ワ
ー

ル
ド

・フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
ワ

ン
・ワ

ー
ル

ド
・フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

実
行

委
員

会
2月

7日
2月

8日

10
7

20
14

年
度

少
林

寺
拳

法
関

西
学

生
新

人
大

会
関

西
学

生
少

林
寺

拳
法

連
盟

12
月

14
日

10
8

第
34

回
創

美
き

も
の

着
付

祭
典

日
本

創
美

和
装

協
会

11
月

24
日

10
9

Ｏ
Ｂ

Ｃ
ラ

ジ
オ

ま
つ

り
「1

0万
人

の
ふ

れ
あ

い
広

場
20

14
」

大
阪

放
送

（株
）

11
月

23
日

11
0

「プ
リ

メ
ー

ル
王

国
物

語
～

愛
の

奇
蹟

～
」

（株
）Ｏ

Ｓ
Ｋ

日
本

歌
劇

団
11

月
22

日
11

月
24

日

11
1

大
阪

工
芸

協
会

創
立

90
周

年
記

念
　

20
15

（第
57

回
）大

阪
工

芸
展

（一
社

）大
阪

工
芸

協
会

2月
14

日
2月

18
日

11
2

小
品

盆
栽

フ
ェ

ア
ー

第
23

回
「春

雅
展

」
（公

社
）全

日
本

小
品

盆
栽

協
会

3月
27

日
3月

29
日

11
3

第
60

回
関

西
新

世
紀

展
新

世
紀

美
術

協
会

 大
阪

支
部

6月
2日

6月
7日

11
4

第
15

回
映

像
・公

開
フ

ォ
ー

ラ
ム

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
　

ア
ー

ト
ポ

リ
ス

大
阪

協
議

会
11

月
24

日

11
5

第
39

回
関

西
地

区
外

国
人

留
学

生
に

よ
る

日
本

語
弁

論
大

会
関

西
外

国
語

大
学

 文
化

会
 Ｉ
.Ｆ

.Ｃ
.国

際
親

善
部

11
月

30
日

11
6

第
19

回
 な

に
わ

人
形

芝
居

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
　

～
逢

坂
・花

参
り

～
な

に
わ

人
形

芝
居

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
運

営
委

員
会

4月
5日

11
7

第
19

回
大

阪
武

道
祭

大
阪

武
道

協
議

会
2月

11
日

11
8

第
22

回
大

阪
ア

ウ
ト

ド
ア

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
20

1
5

テ
レ

ビ
大

阪
株

式
会

社
3月

7日
3月

8日

11
9

O
sa

ka
P

ri
x全

国
ク

ラ
シ

ッ
ク

バ
レ

エ
・コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
20

15
産

経
新

聞
開

発
株

式
会

社
2月

21
日

3月
22

日

12
0

E
en

en
延

年
vo

l.7
身

体
で

遊
ぼ

う
　

狂
言

vs
フ

レ
ン

チ
・バ

ー
レ

ス
ク

コ
メ

デ
ィア
ト

リ
エ

オ
ガ

．
3月

13
日

3月
15

日

12
1

D
O

J
IM

A
 W

IN
T
E
R

 L
IV

E
 2

01
5

堂
島

リ
バ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

1月
27

日
1月

29
日

12
2

第
12

回
上

方
の

舞
台

裏
方

大
賞

上
方

の
舞

台
裏

方
大

賞
実

行
委

員
会

2月
4日

12
3

20
15

 全
大

阪
み

ん
よ

う
大

賞
　

大
会

（創
立

30
周

年
記

念
）

一
般

社
団

法
人

 全
大

阪
み

ん
よ

う
協

会
3月

22
日

12
4

第
16

回
大

阪
国

際
音

楽
コ

ン
ク

ー
ル

大
阪

国
際

音
楽

振
興

会
4月

1日
10

月
12

日

12
5

第
22

回
共

生
・共

走
リ

レ
ー

マ
ラ

ソ
ン

共
生

・共
走

マ
ラ

ソ
ン

実
行

委
員

会
5月

31
日

12
6

第
18

回
な

に
わ

大
賞

な
に

わ
名

物
開

発
研

究
会

3月
1日

7月
28

日

12
7

E
en

en
延

年
vo

l.7
身

体
で

遊
ぼ

う
　

狂
言

vs
フ

レ
ン

チ
・バ

ー
レ

ス
ク

コ
メ

デ
ィ

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ア
ト

リ
エ

オ
ガ

．
3月

7日

12
8

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

20
15

 ～
チ

ャ
レ

ン
ジ

・イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・イ

ン
パ

ク
ト

か
ら

考
察

す
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ザ
イ

ン
～

大
阪

デ
ザ

イ
ン

振
興

プ
ラ

ザ
実

行
委

員
会

3月
21

日

12
9

20
15

・Z
E
R

O
展

ニ
ュ

ー
ア

ー
ト

・
Z
E
R

O
会

2月
24

日
3月

1日

13
0

日
本

民
謡

ジ
ュ

ニ
ア

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
全

国
大

会
（一

社
）全

大
阪

み
ん

よ
う

協
会

4月
29

日

1/
24

、
1/

31
、

2/
7

≪
平

成
26

年
度

　
後

援
名

義
支

援
事

業
リ

ス
ト

≫
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Ｎ
ｏ

事
業

名
主

催
者

始
期

終
期

1
3
1

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
大

阪
支

部
2
4
回

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
い

け
ば

な
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

大
阪

支
部

4
月

2
6
日

1
3
2

第
1
7
回

高
槻

ジ
ャ

ズ
ス

ト
リ

ー
ト

高
槻

ジ
ャ

ズ
ス

ト
リ

ー
ト

実
行

委
員

会
5
月

3
日

5
月

4
日

1
3
3

平
成

2
7
年

度
全

国
高

等
学

校
ギ

タ
ー

・
マ

ン
ド

リ
ン

音
楽

コ
ン

ク
ー

ル
（
公

社
）
全

日
本

高
等

学
校

ギ
タ

ー
・
マ

ン
ド

リ
ン

音
楽

振
興

会
7
月

2
7
日

7
月

2
8
日

1
3
4

第
3
7
回

海
の

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
（
公

社
）
近

畿
海

事
広

報
協

会
4
月

1
日

8
月

3
1
日

1
3
5

第
2
9
回

帝
塚

山
音

楽
祭

帝
塚

山
音

楽
祭

実
行

委
員

会
5
月

3
0
日

5
月

3
1
日

1
3
6

第
3
4
回

日
現

展
日

本
現

代
美

術
協

会
4
月

1
4
日

4
月

1
9
日

1
3
7

第
1
0
期

「
蕪

村
顕

彰
俳

句
大

學
　

表
彰

」
N

P
O

法
人

 近
畿

フ
ォ

ー
ラ

ム
2
1

3
月

2
3
日

1
3
8

第
2
8
回

日
経

ニ
ュ

ー
オ

フ
ィ

ス
賞

（
近

畿
ブ

ロ
ッ

ク
）
平

成
2
7
年

度
近

畿
ニ

ュ
ー

オ
フ

ィ
ス

賞
実

行
委

員
会

4
月

1
日

9
月

3
0
日

1
3
9

ナ
レ

ッ
ジ

キ
ャ

ピ
タ

ル
　

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
一

般
社

団
法

人
　

ナ
レ

ッ
ジ

キ
ャ

ピ
タ

ル
3
月

2
6
日

3
月

2
9
日

1
4
0

タ
ケ

モ
ト

ピ
ア

ノ
 p

re
se

n
ts

 第
5
5
回

3
0
0
0
人

の
吹

奏
楽

関
西

テ
レ

ビ
放

送
株

式
会

社
6
月

2
0
日

1
4
1

第
3
8
回

浜
寺

ロ
ー

ズ
カ

ー
ニ

バ
ル

浜
寺

公
園

振
興

協
議

会
5
月

1
7
日

1
4
2

第
6
1
回

池
田

五
月

山
さ

く
ら

ま
つ

り
池

田
市

民
カ

ー
ニ

バ
ル

　
い

け
だ

・
い

ら
っ

し
ゃ

い
祭

振
興

会
4
月

4
日

4
月

5
日

1
4
3

第
7
回

関
西

バ
リ

舞
踊

祭
関

西
バ

リ
舞

踊
祭

実
行

委
員

会
6
月

6
日

1
4
4

大
槻

能
楽

堂
　

自
主

公
演

能
（
公

財
）
大

槻
能

楽
堂

4
月

2
6
日

3
月

1
9
日

1
4
5

大
阪

舞
洲

ゆ
り

園
株

式
会

社
ピ

ー
エ

ス
ジ

ェ
イ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

5
月

3
0
日

7
月

5
日

1
4
6

大
阪

コ
レ

ギ
ウ

ム
・
ム

ジ
ク

ム
演

奏
会

〈
大

阪
コ

レ
ギ

ウ
ム

・
ム

ジ
ク

ム
創

立
4
0
周

年
記

念
〉
千

原
英

喜
と

宮
沢

賢
治

～
そ

の
魅

力
の

音
世

界
（
一

社
）
大

阪
コ

レ
ギ

ウ
ム

・
ム

ジ
ク

ム
6
月

2
8
日

1
4
7

第
3
2
回

吹
田

産
業

フ
ェ

ア
吹

田
産

業
フ

ェ
ア

推
進

協
議

会
5
月

9
日

5
月

1
0
日

1
4
8

ア
ジ

ア
・
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
2
0
1
5

（
一

財
）
大

阪
国

際
経

済
振

興
セ

ン
タ

ー
1
0
月

2
1
日

1
0
月

2
3
日

1
4
9

第
4
6
回

卓
球

ま
つ

り
N

P
O

法
人

P
W

J
O

（
ピ

ュ
ー

ジ
ョ

）
5
月

3
1
日

1
5
0

松
尾

塾
子

供
歌

舞
伎

2
0
1
5

（
公

財
）
松

尾
芸

能
振

興
財

団
8
月

8
日

8
月

9
日

1
5
1

大
阪

ベ
イ

エ
リ

ア
祭

　
第

1
0
回

「
W

o
rl
d 

あ
ぽ

ろ
ん

」
W

o
rl
d 

あ
ぽ

ろ
ん

実
行

委
員

会
4
月

2
9
日

1
5
2

大
阪

楽
所

　
第

三
十

三
回

雅
楽

演
奏

会
大

阪
楽

所
6
月

2
7
日

1
5
3

レ
ビ

ュ
ー

「
春

の
お

ど
り

」
㈱

O
S
K
日

本
歌

劇
団

6
月

1
日

6
月

7
日

1
5
4

堂
島

リ
バ

ー
ビ

エ
ン

ナ
ー

レ
2
0
1
5

堂
島

リ
バ

ー
フ

ォ
ー

ラ
ム

7
月

2
5
日

8
月

3
0
日

1
5
5

第
5
0
回

上
方

漫
才

大
賞

発
表

会
大

阪
放

送
（
株

）
4
月

4
日

1
5
6

第
3
5
回

西
日

本
ア

マ
チ

ュ
ア

ビ
ッ

グ
バ

ン
ド

連
絡

会
コ

ン
サ

ー
ト

西
日

本
ア

マ
チ

ュ
ア

ビ
ッ

グ
バ

ン
ド

連
絡

会
6
月

1
4
日

1
5
7

イ
ベ

ン
ト

ツ
ー

ル
ウ

エ
ス

ト
ジ

ャ
パ

ン
2
0
1
5

テ
レ

ビ
大

阪
（
株

）
5
月

2
8
日

5
月

2
9
日

1
5
8

水
の

回
廊

歴
史

探
訪

ヒ
ュ

ー
マ

ン
・
ス

マ
ー

ト
株

式
会

社
1
0
月

1
0
日

1
5
9

マ
リ

オ
ネ

ッ
ト

・
マ

ン
ド

リ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

9
th

コ
ン

サ
ー

ト
マ

リ
オ

ネ
ッ

ト
・
マ

ン
ド

リ
ン

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

7
月

2
5
日

1
6
0

第
3
7
回

異
分

野
交

流
懇

話
会

講
演

会
　

『
日

本
的

経
営

の
明

日
を

考
え

る
』

関
西

サ
イ

エ
ン

ス
・
フ

ォ
ー

ラ
ム

5
月

8
日

1
6
1

粉
体

工
業

展
大

阪
2
0
1
5

一
般

社
団

法
人

 日
本

紛
体

工
業

技
術

協
会

1
0
月

1
4
日

1
0
月

1
6
日

1
6
2

日
泰

友
好

親
善

文
化

交
流

イ
ベ

ン
ト

「
第

4
3
回

全
日

本
き

も
の

着
付

選
手

権
大

会
」

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
 日

本
礼

美
協

会
7
月

2
6
日

1
6
3

御
堂

筋
そ

ぞ
ろ

歩
き

ア
ー

ト
展

ア
ー

ト
コ

ネ
ク

ト
実

行
委

員
会

6
月

1
日

6
月

3
0
日

≪
平

成
2
6
年

度
　

後
援

名
義

支
援

事
業

リ
ス

ト
≫
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事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作

成していない。 

 



 

32 

平成２６年度貸借対照表 
 

科        目
Ⅰ　資産の部

  １．流動資産
　　　　　現金預金

　　　　　未収金
　　　　　未収利息

　　　　　前払金
　　　　流動資産合計

  ２．固定資産
    (1) 基本財産

　　　　　普通預金
　　　　　定期預金

　　　　　投資有価証券
　　　　基本財産合計

    (2) 特定資産
　　　　　文化振興事業資産
　　　　　御堂筋・大阪のにぎわいづくり積立資産

　　　　　上方文化芸能事業資産
　　　　　日本万国博覧会記念基金

　　　　　日本万国博覧会記念基金積立金
　　　　　アーツサポート関西事業資産 0

　　　　　法人運営資産
　　　　　退職給付引当資産

　　　　特定資産合計
    (3) その他固定資産

　　　　　建物
　　　　　什器備品

　　　　　電話加入権
　　　　　敷金

        その他固定資産合計
        固定資産合計

        資産合計
Ⅱ　負債の部

  １．流動負債
　　　　　未払金

　　　　　前受金
　　　　　預り金

　　　　　助成金等引当金
　　　　　賞与引当金

        流動負債合計
  ２．固定負債

　　　　　退職給付引当金
　　　　　役員退職慰労引当金

        固定負債合計
        負債合計

Ⅲ　正味財産の部
  １．指定正味財産

　　　　　出捐金
　　　　　寄附金

        指定正味財産合計
        （うち基本財産への充当額）

        （うち特定資産への充当額）
  ２．一般正味財産

        （うち特定資産への充当額）
        正味財産合計

        負債及び正味財産合計

　貸　借　対　照　表　

（平成27年 3月31日現在）
（単位:円）

当年度 前年度 増  減

44,083,012 2,101,924 41,981,088

871,481 1,282,195 △ 410,714

53,549,292 33,056,727 20,492,565

933,337 1,591,088 △ 657,751

0 71,857 △ 71,857

99,437,122 38,031,934 61,405,188

45,548,580 2,395,000
456,296,677 499,397,020 △ 43,100,343

501,845,257 501,863,877 △ 18,620

43,153,580

18,526,381 18,526,381 0

66,038,330 69,359,159 △ 3,320,829

0

85,160,419 85,122,909 37,510

35,000,000 35,000,000 0
16,620,900 14,500,000 2,120,900

19,931,988,711 0 19,931,988,711

20,941,653 20,941,653
32,251,280 32,251,280

799,952 196,350 603,602
485,101 323,952 161,149

20,206,527,674 222,508,449 19,984,019,225

8,485,056 7,720,305 764,751
20,716,857,987 732,092,631 19,984,765,356

3 3 0
7,200,000 7,200,000 0

6,356,075 4,293,861 2,062,214

20,816,295,109 770,124,565 20,046,170,544

57,000,000 0 57,000,000
3,030,200 0 3,030,200

290,000 0 290,000
198,242 155,336 42,906

1,620,900 0 1,620,900
15,000,000 14,500,000 500,000

66,874,517 4,449,197 62,425,320

16,620,900 14,500,000 2,120,900
83,495,417 18,949,197 64,546,220

20,069,746,355 87,885,540 19,981,860,815
501,845,257 501,863,877 △ 18,620

(20,069,746,355) (87,885,540) (19,981,860,815)
161,208,080 161,425,951 △ 217,871

20,571,591,612 589,749,417 19,981,842,195
(501,845,257) (501,863,877) (△ 18,620)

20,816,295,109 770,124,565 20,046,170,544

(120,160,419) (120,122,909) (37,510)
20,732,799,692 751,175,368 19,981,624,324


